
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学級名 教科等 単元・題材名等 授 業 者 授 業 者 よ り 指 導 ・ 助 言 者 

公
開
授
業 

Ⅰ
 

たんぽぽ
1組 

（自閉・情緒） 

自立 

 活動 

チームたんぽぽ 1組の挑戦！ 

～調整、折り合い～ 
中村 麻子 

ゲーム活動を通して、感情や行動を自分で調整したり、仲間と折り合
いをつけたりしながら自己コントロールを身に付け、日常生活の中で生
かすことができる学びを目指します。 

郡山市立西田学園義務教育学校 

教諭 

田中 宏明先生 

ひまわり 

（通級指導） 
自立 

 活動 

聞く力、伝える力を 

アップしよう 
古川 由美恵 

聞く・話すスキルを意識しながら、友達の話を聞いたり、相手のこと
を考えて伝えたりする活動を積み重ねてきました。自分の課題をもち、
仲間とのやり取りを通して、楽しみながら実際の生活につながる学びを
目指します。 

郡山市総合教育支援センター 

指導主事 

大原 太一先生 

１年１組 算数科 たしざんとひきざん 渡邊 佳央里 

子どもたちが「どうして？」「どういうこと？」と問いを見いだしな
がら、問題解決することを大切にしてきました。問題場面と図とを関連
付けて考える必要性が実感でき、図という数学的な表現のよさに気付く
ことができる授業を目指します。 

郡山市教育研修センター 

学校教育アドバイザー 

川前 照幸先生 

２年１組 国語科 
読んで、感じたことをつたえ合おう 

「スーホの白い馬」 
吉田 ひとみ 

「言葉っておもしろい」「語り合うことって楽しい」と仲間の感じ方や考
え方の相違から、自分の読みを見つめ直し、深めていく学びで物語を読
む楽しさをあじわうことができる授業を目指します。 

郡山市立大島小学校長 

齋藤 博先生 

３年１組 社会科 
市の様子と 

人々のくらしの移り変わり 
菅野 聡 

単元を通して、着目した視点ごとにグラフを読み取ったり、地図を比
較したりして事実を捉えていきます。そして、捉えていった事実同士の
つながりを考えることができる授業を目指します。 

県中教育事務所学校教育課 

指導主事 

沢 貴史先生 

４年２組 体育科 
E ゲーム ア ゴール型ゲーム 
ハンドボールを基にした易しいゲーム 

関東 永輔 
よりよくシュート場面にたどりつくために、作戦を基に仲間と動きを
見合ったり、気付きを聞き合ったりすることを通して、子どもたちがチ
ームとしての動きを磨いていこうとする授業を目指します。 

郡山市教育委員会学校管理課指導

主事併任文化スポーツ部スポーツ

振興課課長補佐 

福本 政之先生 

５年２組 

総合的

な学習

の時間 

うねめ祭りを盛り上げよう 
～空白をうめる第３波～ 吉田 美香 

「うねめ祭りの魅力を地域の人も語れるようになってほしい」「うねめ
祭りの魅力を体感してきた自分たちだからこそできることがきっとある
はず」と思いや願い、仲間、そして地域とつながりながら、子どもたち
が学びを創り上げていく授業を目指します。 

郡山市総合教育支援センター 

指導主事 

吉田 明史先生 

６年１組 算数科 
算数の学習をしあげよう 
～ 変化と関係編 ～ 

花 真太朗 
子どもたちが問い]を見いだし、課題を解決していく中で、子どもの
「どういうこと？」「だったら」を大事にしながら、グラフの見方を豊
かにしていく授業を目指します。 

福島県教育庁義務教育課 

指導主事 

柳田 憲子先生 

公
開
授
業 

Ⅱ
 

すみれ 

（知的） 

自立 

活動 

すみれカフェへようこそ！ 

～仲間と楽しいカフェを開こう～ 
石塚 美央 

「お客さんに喜んでもらうためには？」を仲間と共に考え、話し合い、
協力してカフェを開く準備をする活動を行う中で、人と関わることの楽
しさを感じることができる授業を目指します。 

郡山女子大学 

家政学部生活科学科教授 

小林 徹先生 

たんぽぽ
2組 

（自閉・情緒） 

自立 

活動 
たんぽぽ２組プロジェクト！ 須釜 祐樹 

「みんなに喜んでもらうために」という学級の目標のもと、６人で一つ
の物を作り上げる活動の中で、自分なりのめあてをもち、仲間と連係し
て最後までやり遂げようとする力を高める授業を目指します。 

元中学校通級指導教室担当教諭 

今泉 祥子先生 

１年２組 生活科 ふゆをたのしもう 宮田 侑歩 

自然を感じながら遊び、学び、仲間とのつながりを感じてきた子ども
たちが、冬を楽しもうと遊びを工夫します。自分の思いや願いの実現に
向けて夢中で活動し、遊びの楽しさを感じることができる授業を目指し
ます。 

福島大学人間発達文化学類附属 

学校臨床支援センター教授 

宗形 潤子先生 

２年２組 算数科 
分けた大きさのあらわし方を 

しらべよう 
目黒 あゆみ 

 子どもたちが問いを見いだし、仲間と気付きや困り感を共有しながら
解決していくことを大切にしてきました。元の大きさに着目して数の大
きさについて考え、分数の意味を実感できる授業を目指します。 

福島県教育庁義務教育課 

指導主事 

柳田 憲子先生 

３年２組 算数科 □を使って場面を式に表そう 佐藤 裕美 
仲間と共に問いをもち、自分なりの根拠をもって、言葉、図、式
を関連させて説明し合い、課題を解決していく中で、式に表すよさ
をあじわう授業を目指します。 

郡山市立西田学園義務教育学校教頭 

八城 眞人先生 

４年１組 道徳科 
信じ合う友達 
（友情、信頼） 

青木 美央 
仲間と聴き合うことを通して、大切な友達との今までやこれからを思
い浮かべます。子どもたちが友情について考え続け、大切な〇〇さんの
ことがもっと大切に思えるような授業を目指します。 

福島大学人間発達文化学類 

准教授 

坂本 篤史先生 

５年１組 算数科 多角形と円をくわしく調べよう 鈴木 美由紀 
子どもたちの問いをもとに、図形の性質や図形間の関係に着目しなが
ら２つの半円の円周の長さを求めることで、図形に対する見方・考え方
を豊かにしていく授業を目指します。 

郡山市教育委員会学校教育推進課 

指導主事 

松田 吉弘先生 

６年２組 国語科 
登場人物の生き方について、 

考えたことを話し合おう 
武藤 涼子 

登場人物同士の関わりや心情描写など子どもそれぞれが着目した叙述
を基に読みを広げ、言葉にこだわることで読みを深める授業を目指しま
す。 

郡山市教育研修センター 

指導主事 

瀧田 和也先生 

p 

令和７年 

1月 日 
(金) 「できた！」「分かった！」「ここまではわかるけど……」「○○ちゃんの気持ちって……」、

どの子どもも安心して自分の思いを表出できる学級。言葉につまった子どもにも、教師は温
かいまなざしでじっと見守る。まわりの子どもも、大丈夫という気持ちでその子を待ってい
る。そんな静かな空気が流れる教室。教師が、どの子どもの思いも同じように大事に受け止
める、だから、子どもたちも友達の思いを大切にする。 
芳山小の教育は、子どもの可能性を信じて、子ども一人一人のよさや可能性を見取り、学

校全体で共有します。何よりもすべての子どもを大切にし、一人一人のよさを生かし、どの
子どもにも活躍の場をつくります。 
２年次をむかえた研究主題「向き合う学び」、本年は副主題～こだわりをもつ～を設定し、

実践を積み重ねてまいりました。本校の教育実践について、ご参会の皆様の多くのご意見、
ご助言をいただき、私たちの次への学びにつなげていきたいと考えております。 

           校長 難波和生 

研究紹介 公開授業 Ⅰ ともに語る会 Ⅰ 公開授業 Ⅱ ともに語る会 Ⅱ 鼎 談 昼食・休憩 受付 

8:35     9:05      9:35   9:50           10:35   10:50            11:50          12:50         13:35    13:50         14:50    15:10        16:40  

第 

41 
回 芳山 

教育研究 
発表会 

向き合う学び（２年次） 研究 
主題 ～こだわりをもつ～ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

難波  和生 

学習院大学文学部教育学科 教授 秋田 喜代美 先生 

吉永  紀子 先生 同志社女子大学現代社会学部 
現代こども学科 教授 

郡山市立芳山小学校 校長 

鼎談 15:10～16:40 

こだわりをもつとは 

 お申し込み方法  
○ 本校ホームページの「おしらせ」にある参加申し込みフォーム、もしくは 

右の二次元コードからお申し込みください。 

 

※ こちらからもフォームに入れます。 

 

○ 参加費は２，０００円（研究紀要・要項代を含む）となります。当日，受付

にてお支払いください。（学生は，１，０００円となります。） 

 

参加申し込み締め切り  令和７年１月１９日（日） 

 昼食について  
○ 昼食を希望される場合は，お弁当の斡旋を

いたします。希望される方は「参加申し込み

フォーム」内で，一緒にお申し込みください。 

 

お弁当代 １０００円（お茶付き） 

当日，受付にてお支払いください。 

 

※なお，当日はお弁当の斡旋は致してお

りませんので，ご了承ください。 

福島県郡山市立芳山小学校  

芳山小学校 HP 

〒963-8017 福島県郡山市長者二丁目８番２４号 
T e l：024-932-5294・5293 

：hozan-e@fcs.ed.jp 
U R L：https://koriyama.schoolweb.ne.jp/0710005 

午前と午後の公開授業をもとに，研究主題である「向き合う学び」
や副主題の「こだわりをもつ」について、３人に語っていただき
ます。 

 交通・駐車場のご案内  
バス ＪＲ郡山駅から福島交通「郡山駅前」９番のりばより市役所経由のバス 

７番のりばより「さくら循環虎丸まわり」のバス 

「第二中学校」下車，徒歩で約３分 

  

自家用車 

郡山市内の方 

 ＊ 駐車場は, 真如苑郡山支部さんの駐車場となります。 

※  真如苑ご利用の方も駐車されますので，十分に気をつけて駐車してください。 

 

郡山市以外の方 

 ＊ 駐車場は，ザ・モール郡山さんの平面駐車場となります。 

※ 一般の方もそれぞれ駐車されますので，十分に気をつけて駐車してください。 

※ 駐車券を学校までお持ちください。本校受付にて無料駐車券と引換いたします。（出られるときは無料駐車券のみ差し込みます。駐車券

と無料券の両方を差し込んでしまうと出られなくなりますのでご注意ください。） 

※ 駐車場案内者はおりませんので，事前に場所を確認の上，おいでください。 

 

 ＊ 真如苑，ザ・モール郡山ともに駐車場に限りがございます。節車にご協力ください。 

 

タクシー ＪＲ郡山駅から約５分 

 

徒歩   ＪＲ郡山駅から徒歩２５分～３０分（約２㎞） 
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https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScQt-yjFXLHaSgUBzkLfyKiYfLT64HLFmDzkZr4-ysnVHC69g/viewform
https://koriyama.schoolweb.ne.jp/0710005

